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デフ＋オリンピックのこと。
デフ（Deaf）とは、英語で「耳
がきこえない」という意味。
デフリンピックは国際的な「きこ
えない・きこえにくい人のため
のオリンピック」であり、国際ろ
う者スポーツ委員会（ICSD）が
主催し、4年毎に開催されるデフ
アスリートを対象とした国際ス
ポーツ大会。

デフリンピックとは



　第571回８月臨時会において、正副議長の改選が行われました。併せて、各常任委員会・
議会運営委員会委員の指名、市長附属機関委員の指名等を含む議会人事の決定を行いました。
　また、第572回９月定例会において２つの特別委員会を設置し、各委員構成を決定しました。構成について

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
市
議
会
の
活
動
並
び
に
市
政
各

般
に
わ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
去
る
８
月
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
議
員
経
験
を
活
か
し
、
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
当
市
は
、
少
子
高
齢
化
や
地
域
経
済
対
策
、
激
甚
化
す
る

災
害
へ
の
備
え
と
い
っ
た
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

各
分
野
に
お
け
る
人
材
育
成
・
確
保
は
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
買
い

物
・
医
療
・
福
祉
・
交
通
・
教
育
等
、
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
乗
り
越
え
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

未
来
へ
希
望
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
議
会
全
体

が
一
つ
に
ま
と
ま
り
、
議
論
を
尽
く
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
ま
た
、
変
革
の
時
代
を
迎
え
、
超
高
齢
社
会
へ
の
突
入
と
人
口
減

少
に
伴
う
社
会
構
造
の
変
容
や
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
技
術
革
新
・
働
き
方

の
多
様
化
な
ど
、
私
た
ち
の
住
む
地
方
都
市
へ
も
多
く
の
変
化
の
波

が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化
を
受
入
れ
、
さ
ら
に
好
機
と
捉
え
、

市
民
生
活
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
議
会
の
役
割
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
議
会
の
使
命
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
そ

れ
を
市
政
に
反
映
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
議
会
の
機
能
強

化
や
情
報
共
有
、
市
民
参
加
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
開
か
れ

た
議
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
議
員
と
語
ろ
う
井
戸

端
会
議
（
議
会
報
告
会
）や
、
主
権
者
教
育
支
援
事
業
、
議
会
広
報
紙

の
刷
新
も
そ
の
一
環
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
建
設
的
な
議
論
を
以
て
市
民
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る

議
会
で
あ
り
続
け
る
と
と
も
に
、
議
会
一
丸
と
な
っ
て
施
策
の
充
実

に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
格

別
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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特別委員会設置要旨
　令和４年に議会提案で制定された「益田市中山間地域振興基本条
例」に基づき、令和７年度に「（仮称）益田市中山間地域振興基本計
画」が策定されることとなっている。その計画を遂行する上で、人
口減少や少子高齢化に伴う担い手の確保、生活機能・サービスの維持、
魅力の継承、産業の振興など様々な課題を抱えている当市の中山間
地域では、国・県・地域自治組織などの団体・組織と連携し、持続
可能な地域づくりを進めていく必要があり、その調査・研究を行う。

特別委員会設置要旨
　萩・石見空港は、東京線において令和11年３月24日まで羽田発着
枠政策コンテストにより、２往復運航が決定しているが、毎年進捗状
況等の確認もあり、積極的な利用促進を図る必要がある。また、大阪
線においても、運航期間拡大に向けた利用促進の取組が必要である。
　そうした現状を踏まえ、当市にとって重要なインフラであり欠く
ことのできない萩・石見空港において、企業誘致をはじめとする空
港を活かしたまちづくりや空港の多面的な利活用による賑わいの創
出などに関し、調査・研究を行う。

永戸　明美　　平原　祐一　　大賀　満成
河野　利文　　安達美津子　　中島　　守
福原　宗男
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安達美津子河野　利文河野　利文 委 員 長委 員 長委 員 長

平原　祐一須藤一二三大賀　満成 副委員長副委員長副委員長
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高橋　伴典　　中島　賢治　　寺井　良徳  
久保　正典
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員

中山間地域振興特別委員会 萩・石見空港対策特別委員会

議会だより編集委員会広聴広報委員会議会運営委員会

大久保五郎委 員 長 齋藤　勝廣副委員長林　　卓雄委 員 長 河本　　亮副委員長
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副議長 監査委員議長

第571回 ８月臨時会 第572回 ９月定例会 

正副議長改選及び新しい委員会等の
Pick up

齋藤　勝廣 豊田　　浩
齋藤　勝廣
中島　賢治
林　　卓雄
大久保五郎

豊田　　浩

高橋　伴典 佐々木惠二
中島　賢治

健康ますだ市21推進協議会会員

常任委員会名 委員長 副委員長 委　　　員

都市計画審議会委員

青少年育成市民会議委員

益田地区国営対策協議会委員 民生委員推薦会委員

佐々木惠二　
豊田　　浩
齋藤　勝廣　
高橋　伴典
大賀　満成
林　　卓雄　 
寺井　良徳
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河本　　亮
中島　賢治
河野　利文
大久保五郎
久保　正典

議会選出各種会議 市長附属機関 益田地区
広域市町村圏

事務組合議会議員
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議長を除く16名
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　益田市議会では、次世代を担う子どもたちが議会の役
割や市政について学ぶ機会である主権者教育支援事業の
一環として、「益田市子ども議会」を実施しています。
　今回は、令和７年１月24日（金）に実施した島根県
立益田高等学校２年生の１日をレポートします。

「議会ってどんなことを話し合っているの？」
「私たちの意見は届いているの？」

　――そんな市民の皆さまの声に直に接し、市政に反映さ
せるための場として、「議員と語ろう井戸端会議」（議会報
告会）を開催しています。――

写真で追う!!

子ども議会の一日！ 高
校
生
と
考
え
る
ま
す
だ
の
未
来
！

「
益
田
市
子
ど
も
議
会
」

「
議
員
と
語
ろ
う
井
戸
端
会
議
」

  （
議
会
報
告
会
）
に
つ
い
て

　令和7年度も主権者教育支援事業（子ども議会、出前講座、議場見学等）に取組んでいます。
　関係者の方でご要望がある場合は、ご希望の事業内容・実施時期・参加人数等について、事前に議会事務
局へご連絡ください。事業の詳細をご説明の上、極力ご希望に添えるよう調整いたします。

　次回の議会報告会は、皆さまからいただいたご意見をより深く掘り下げ、今後の施策にしっかりと反
映させるための準備期間として、開催を令和８年４月以降へ延期することにいたしました。
　開催日時や会場については、市議会だよりや市公式webサイトで改めてお知らせいたしますので、
今しばらくお待ちください。益田市議会は、今後も市民の皆さまとの対話を大切にし、開かれた議会を
目指してまいります。

当日は、議場での予行演習からスタート！当日は、議場での予行演習からスタート！
取材も入る中、子ども議会が始まりました。取材も入る中、子ども議会が始まりました。

高校生の皆さん、緊張の面持ちです!!高校生の皆さん、緊張の面持ちです!!

高校生の視点から様々な提案やご意見を頂きました。高校生の視点から様々な提案やご意見を頂きました。

今後の議会活動に活かしていきます!!今後の議会活動に活かしていきます!!

一般質問を行う
高校生と

真剣に答弁する
市長・教育長

子ども議会を
終えて、

議員との意見
交換会

　例年、議会報告会では定例会におけ
る審議の様子や各委員会での審議内容
についてご報告するとともに、市民の
皆さまからの、日頃の疑問やまちづく
りに関する貴重なご意見を多数いただ
いております。

重
要
な
お
知
ら
せ

特集1

特集2
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第572回 9月定例会

一

本会議
全員協議会
各常任委員会委員長による審査結果報告
追加議案上程、議案等に対して質疑・討論ののち採決

9 24

経済建設委員会
付託議案について審査

9 19

総務文教委員会、
広聴広報委員会
付託議案について、総務文教委員会で審査
広聴広報委員会で、今後の取組内容について確認

9 17

一般会計予算審査委員会
議会運営委員会
令和７年度一般会計補正予算について審査

9 22

福祉環境委員会
付託議案について審査

9 18

本会議　一般質問
9 10

一般会計決算審査特別委員会
令和６年度一般会計歳入歳出決算について審査

9 16

一般会計決算審査特別委員会
令和６年度一般会計歳入歳出決算について審査

9 12

本会議
全員協議会
一般議案・令和６年度一般会計歳入歳出決算及び特
別会計歳入歳出決算・令和７年度補正予算等の上程

9 2

本会議　一般質問、
議会運営委員会9 9

議会運営委員会
8 26質

般
問

９月定例会では、令和６年度決算及び令和７年
度補正予算、その他条例改正などについて審議
を行いました。

※一般質問の様子の録画中継を、全会期日程
終了の約１週間後から配信しています。

※会議録は定例会終了３カ月後から閲覧でき
ます。

※各議員名の下の二次元コードからスマート
フォンなどで質問者の動画がご覧いただけ
ます。

一般質問とは、議員が市の行財政全般に
ついて、市と政策討論するものです。
令和７年９月定例会では、11名の議員
が登壇しました。

益田市議会

1313ページ〜ページ〜

55ページ〜ページ〜

1414ページ〜ページ〜

市政のココココが聞きたい!!

Pick up
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個 人 質 問
問
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
む
中
、

過
疎
化
に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

の
減
少
等
の
課
題
も
あ
る
。
電
気
自
動

車
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
か
ら
ど
の
よ
う
な

未
来
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
全
国
的
に
、
特
に
中
山
間
地
域
に

お
い
て
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
よ
る
顧

客
の
減
少
や
担
い
手
不
足
に
よ
る
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
廃
業
、
い
わ
ゆ
る
Ｓ

Ｓ
過
疎
問
題
が
進
行
し
て
い
る
。
移
動

手
段
と
し
て
自
動
車
が
必
要
な
中
山
間

地
域
に
お
い
て
、
旧
イ
ン
フ
ラ
の
空
白

は
地
域
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
課
題
に
対
し
、
電
気
自
動
車
は
自

宅
自
社
で
充
電
が
で
き
、
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
か
ら
、

Ｓ
Ｓ
過
疎
地
域
の
生
活
産
業
へ
の
親
和

性
が
高
い
乗
り
物
と
言
え
る
。
電
気
自

動
車
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
従
来
か
ら

問
今
年
3
月
に
路
線
バ
ス
が
廃
止
と

な
っ
た
種
線
・
梅
月
線
・
匹
見
線
が
現

在
代
替
交
通
で
の
運
行
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く

の
か
。

答
よ
り
地
域
の
実
情
に
即
し
た
見
直

し
を
進
め
て
い
く
方
針
で
、
現
在
地
域

住
民
と
の
意
見
交
換
に
向
け
た
日
程
調

整
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
可
能
な
範
囲

で
の
接
続
の
改
善
や
運
行
時
間
の
調
整

な
ど
も
検
討
し
て
お
り
、
持
続
可
能
で

安
心
し
て
利
用
で
き
る
地
域
公
共
交
通

の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

問
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収

に
よ
っ
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
同
時
に
途

上
国
に
ワ
ク
チ
ン
を
送
る
支
援
が
で
き

る
。
周
知
や
、
庁
内
及
び
各
分
庁
舎
へ

の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
を
問
う
。

の
電
気
自
動
車
普
及
に
向
け
た
課
題
で

あ
り
期
待
し
て
い
る
。

問
当
市
で
は
、
自
治
体
で
初
め
て
リ

バ
ー
ス
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
方
式
に
よ
る
電

力
調
達
を
試
験
的
に
実
施
し
、
電
力
コ

ス
ト
の
抑
制
と
温
暖
化
対
策
を
実
現
し

た
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
展
開
が
見

込
め
る
か
。

答
民
間
企
業
で
は
、
取
引
先
企
業
か
ら

脱
炭
素
化
の
取
組
を
求
め
ら
れ
る
場
面

も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
率
先
事
例

の
展
開
と
し
て
、
リ
バ
ー
ス
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
に
よ
る
再
エ
ネ
共
同
調
達
な
ど
の
ノ

ウ
ハ
ウ
等
、
情
報
提
供
支
援
を
行
う
。

答
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
理

解
啓
発
に
取
組
み
た
い
と
考
え
る
が
、

庁
内
や
各
分
庁
舎
へ
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

の
設
置
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
等
に
よ

り
今
す
ぐ
に
は
取
組
が
で
き
な
い
。

問
浜
田
市
の
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

や
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
な
ど
、

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を
増
や
す

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
自
学

教
室
等
を
活
用
す
る
な
ど
の
校
内
の
工

夫
に
よ
り
、
教
職
員
や
学
び
い
き
い
き

サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
支
援
員
な
ど

が
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

電
気
自
動
車
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
問
う

代
替
交
通
の
運
行
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
必
要
と
し
な
い
た
め
、

今
後
の
普
及
が
期
待
で
き
る

可
能
な
範
囲
で
接
続
の
改
善
や
、

運
行
時
間
の
調
整
な
ど
も
検
討
す
る

問

問

答

答

豊
とよ

田
た
　浩
ひろし

議員

永
なが

戸
と
 明

あけ
美
み

議員

益田市の電気自動車

リサイクル可能な
ペットボトルキャップ
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保育士の働く環境は？3つの改善　
（厚生労働省HPより）

個 人 質 問
問
万
博
で
の
神
楽
公
演
を
見
学
し
た

感
想
と
、
石
見
神
楽
の
持
つ
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
た

か
を
問
う
。

答
大
阪
・
関
西
万
博
に
お
い
て
は
海

外
か
ら
の
観
覧
客
も
多
く
、
国
内
外
に

向
け
て
魅
力
を
発
信
で
き
た
と
感
じ
る
。

石
見
神
楽
は
単
な
る
伝
統
芸
能
と
い
う

だ
け
で
は
な
く
、
見
る
人
を
惹
き
付
け

る
力
を
持
っ
て
い
る
。
非
常
に
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
い
重
要
な
観
光
資
源
の
一

つ
で
あ
り
、
今
後
も
可
能
性
を
最
大
限

発
揮
で
き
る
よ
う
な
取
組
を
進
め
、
観

光
誘
客
に
つ
な
げ
た
い
。

問
市
民
は
昔
か
ら
伝
わ
る
石
見
神
楽

を
継
承
し
な
が
ら
新
し
い
取
組
に
も
積

極
的
に
挑
戦
し
て
い
る
。
行
政
の
関
わ

り
を
問
う
。

問
保
育
士
の
働
く
環
境
は
厳
し
く
、

担
い
手
も
減
少
し
て
い
る
た
め
、
近
年

で
は
国
も
処
遇
の
改
善
を
進
め
て
い
る
。

配
置
基
準
の
見
直
し
も
行
わ
れ
た
。
当

市
の
支
援
状
況
を
問
う
。

答
保
育
補
助
者
雇
上
強
化
事
業
を
活

用
し
、
業
務
負
担
の
軽
減
や
離
職
防
止

を
図
る
と
と
も
に
、
保
育
人
材
の
確
保

を
進
め
て
い
る
。

問
保
育
体
制
強
化
事
業
も
併
用
す
べ

き
。
小
規
模
の
園
で
は
、
部
分
的
に

パ
ー
ト
雇
用
を
行
う
例
も
あ
り
、
事
業

活
用
し
や
す
い
と
の
声
も
あ
る
。

答
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
検
討
し
た
い
。　

問
国
以
上
の
配
置
基
準
を
設
け
、
フ

リ
ー
保
育
士
の
確
保
に
向
け
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

答
財
源
の
確
保
が
問
題
で
あ
り
、
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

答
神
事
と
し
て
保
存
継
承
す
る
神
楽
と
、

芸
能
と
し
て
の
神
楽
と
の
両
立
を
目
指

し
、
当
市
の
知
名
度
向
上
や
観
光
誘
客
、

次
世
代
育
成
や
郷
土
愛
の
醸
成
に
つ
な

が
る
取
組
に
対
し
支
援
し
て
い
く
。

問
島
根
県
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
拡
充

に
伴
い
、
県
内
19
市
町
村
に
お
い
て
高
校

生
世
代
ま
で
の
医
療
費
助
成
が
実
施
さ
れ

た
。
当
市
で
は
、
一
部
自
己
負
担
が
あ
る

状
況
で
あ
る
が
、
子
育
て
家
庭
の
負
担
軽

減
に
対
す
る
市
の
方
針
を
問
う
。

答
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
は
、
喫
緊
の
課
題
と
考
え

て
い
る
。
来
年
度
、
な
る
べ
く
早
い
段

階
か
ら
の
解
消
を
目
指
し
、
制
度
の
具

体
化
に
向
け
て
検
討
を
進
め
る
。

問
今
年
度
4
月
か
ら
猫
の
不
妊
去
勢

事
業
補
助
金
が
始
ま
っ
た
が
、
8
月
に

は
予
算
が
無
く
な
っ
た
。
ど
う
評
価
す

る
か
。

答
想
定
し
た
申
請
件
数
で
適
切
だ
。

今
後
、
相
談
が
あ
れ
ば
、
島
根
県
の
事

業
を
情
報
提
供
す
る
。　

問
県
事
業
は
か
な
り
倍
率
が
高
く
活

用
し
づ
ら
い
。
当
市
の
事
業
は
思
っ
た

以
上
に
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
今
後
の
財
源

確
保
が
重
要
で
あ
る
。
動
物
愛
護
基
金

を
指
定
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
を
設
け
、

動
物
愛
護
の
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
財
源
を
確

保
す
る
自
治
体
も
多
数
あ
る
。

答
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
を
含
め
、

先
進
事
例
を
調
査
研
究
し
た
い
。

万
博
で
の
神
楽
公
演
の
感
想
を
問
う

保
育
士
に
対
す
る
当
市
の
支
援
状
況
を
問
う

国
内
外
に
向
け
て
魅
力
を
発
信
し
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
重
要
な
観
光
資
源
で
あ
る

保
育
補
助
者
雇
上
強
化
事
業
に
よ
り

負
担
軽
減
や
離
職
防
止
を
進
め
て
い
る

問

問

答

答

河
かわ

本
もと

　亮
あきら

議員

平
ひら

原
はら

 祐
ゆう

一
いち

議員

外国人観光客に向けた公演
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個 人 質 問
問
全
国
で
道
路
陥
没
事
故
が
多
発
し

て
お
り
、
当
市
で
も
複
数
の
事
例
が
発

生
。
市
内
の
上
水
道
管
路
の
老
朽
化
に

よ
る
リ
ス
ク
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
過
去
の
陥
没
事
例
の
件
数
や
傾

向
は
ど
う
か
。

答
八
潮
市
に
お
け
る
道
路
陥
没
事
故

を
受
け
て
緊
急
協
議
を
開
催
し
、
地
下

埋
設
物
に
よ
る
陥
没
事
故
発
生
に
対
し

て
の
庁
内
で
の
連
絡
体
制
等
を
再
度
確

認
し
た
。

　
直
近
３
年
で
発
生
し
た
道
路
陥
没
の

要
因
と
し
て
は
、
道
路
構
造
物
の
老
朽

化
に
起
因
す
る
も
の
が
67
件
、
占
用
者

の
施
設
に
関
す
る
も
の
が
５
件
、
原
因

が
特
定
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
37
件
と

な
っ
て
い
る
。

問
上
下
水
道
の
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対

策
と
し
て
、
衛
星
デ
ー
タ
と
Ａ
Ｉ
を
活

問
市
民
の
居
場
所
と
し
て
利
用
し
や

す
い
公
共
施
設
に
す
る
た
め
に
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
利
用
に
必
要
不

可
欠
な
電
波
環
境
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
の
整

備
状
況
を
問
う
。

答
指
定
避
難
場
所
で
あ
る
公
共
施
設

等
に
災
害
時
の
緊
急
通
信
の
た
め
に
整

備
し
て
い
る
が
、
平
時
に
お
い
て
も
利

用
回
数
や
利
用
時
間
に
一
定
の
制
限
を

設
け
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
制
限
の
な
い
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

を
望
む
声
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
Ｗ
ｉ
‐

Ｆ
ｉ
環
境
の
今
後
の
在
り
方
を
研
究
し

て
い
き
た
い
。

問
市
立
図
書
館
の
環
境
整
備
に
つ
い

て
、
緊
急
用
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
に
し
て
も
利

用
案
内
の
場
所
が
分
か
り
に
く
い
。
ま

た
、
陽
射
し
が
強
い
日
が
続
く
中
で
、

用
し
た
劣
化
予
測
な
ど
の
技
術
を
活
用

し
、
管
路
更
新
の
計
画
が
よ
り
効
率
的

に
、
少
し
で
も
早
く
進
む
よ
う
取
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
当
市
の
上

下
水
道
事
業
、
耐
震
化
更
新
計
画
に
つ

い
て
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
対
処
療
法
的
な
事
後
保
全
を
行
う

手
法
か
ら
予
防
保
全
型
管
理
へ
の
移
行

を
進
め
て
い
く
。

　
点
検
等
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
劣
化
予
測
な
ど
、
上
下
水
道
Ｄ
Ｘ

技
術
を
活
用
し
て
、
耐
震
化
・
老
朽
化

対
策
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
。

窓
側
の
テ
ー
ブ
ル
は
暑
く
て
使
え
な
い

状
況
が
あ
る
が
認
識
を
問
う
。

答
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
案
内
に
つ
い
て
は
、

分
か
り
や
す
く
工
夫
す
る
よ
う
に
指
示

を
し
た
。
陽
射
し
に
つ
い
て
は
認
識
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
限
り
あ
る
予
算

の
中
で
全
体
を
見
な
が
ら
対
策
を
考
え

て
い
き
た
い
。

問
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

る
市
民
の
居
場
所
確
保
に
つ
い
て
、
今

後
の
方
針
を
問
う
。

答
魅
力
的
な
居
場
所
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
暮
ら
し
や
す
さ
に
つ
な

が
り
、
移
住
定
住
の
促
進
や
関
係
人
口

の
創
出
と
い
っ
た
効
果
も
あ
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
居
場
所
の
確
保
に
努
め
た
い
。

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
に
新
技
術
の
導
入
を
す
べ
き
で
は

市
民
の
居
場
所
の
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
整
備
状
況
は

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
劣
化
予
測
な
ど

上
下
水
道
Ｄ
Ｘ
技
術
を
活
用
し
て
い
く

今
後
の
在
り
方
を
研
究
し
て
い
き
た
い

問

問

答

答

河
こう

野
の
 利

とし
文
ふみ

議員

高
たか

橋
はし

 伴
とも

典
のり

議員

益田市立図書館

市道における道路陥没
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個 人 質 問
問
国
が
新
設
し
た
事
業
を
活
用
し
、

老
朽
化
し
た
飯
田
選
果
場
と
ぶ
ど
う
集

荷
場
等
多
目
的
集
荷
施
設
建
設
整
備
の

検
討
が
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
に
お
い
て
進
め

ら
れ
て
い
る
。
本
事
業
に
市
の
負
担
義

務
は
な
い
が
、
独
自
の
支
援
策
の
検
討

が
で
き
な
い
か
。

答
検
討
会
議
に
は
、
当
市
の
担
当
者

が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
、
当

該
事
業
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
う
な

ど
、
情
報
提
供
や
事
業
実
施
に
向
け
た

調
整
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
事
業
計

画
の
決
定
に
伴
い
、
支
援
の
要
望
等
が

あ
れ
ば
、
当
市
の
主
要
産
業
で
あ
る
農

業
振
興
の
観
点
か
ら
、
し
か
る
べ
き
措

置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
建
設
候
補
地
と
し
て
数
カ
所
あ
っ

た
中
で
、
当
市
所
有
の
旧
競
馬
場
跡
地

の
一
角
が
立
地
的
に
有
力
な
候
補
地
で

問
他
市
の
例
で
は
、
太
陽
光
発
電
施

設
の
適
正
な
設
置
及
び
維
持
管
理
に
関

す
る
条
例
を
設
け
、
保
証
金
預
け
入
れ
、

質
権
設
定
契
約
の
締
結
等
を
義
務
付
け

て
い
る
。
当
市
の
条
例
制
定
を
問
う
。

答
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
他
自
治
体

事
例
の
調
査
や
、
法
整
備
の
進
捗
等
を

見
な
が
ら
、
そ
の
必
要
性
に
応
じ
て
対

応
し
た
い
。

問
営
農
型
太
陽
光
発
電
は
、
当
市
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
施
策
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
の
一
石
二
鳥
の

効
果
が
あ
る
。
農
地
の
一
時
転
用
の
許

可
申
請
が
必
要
で
あ
る
が
、
取
組
を
問

う
。

答
営
農
型
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

に
伴
う
一
時
転
用
の
許
可
申
請
は
、
通

常
の
農
地
の
権
利
移
動
の
許
可
申
請
と

同
様
で
あ
る
。
申
請
内
容
か
ら
営
農
の

あ
る
と
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
対
応
を
問
う
。

答
旧
競
馬
場
跡
地
が
有
力
視
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
現
在
の

選
果
場
に
近
く
、
主
要
な
道
路
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
よ
い
立
地
環
境
に
あ
る
と
思

う
が
、
最
終
的
に
は
事
業
者
で
あ
る
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
が
判
断
す
る
こ
と
と
認
識
し

て
い
る
。

適
切
な
継
続
が
確
実
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
許
可
証
交
付
と
な
る
。

問
市
が
管
理
す
る
市
道
、
農
道
で
の

樹
木
の
倒
壊
に
よ
り
車
両
の
事
故
が
発

生
し
て
い
る
。
管
理
整
備
の
責
任
を
ど

う
考
え
る
か
。

答
倒
木
対
策
は
、
通
常
パ
ト
ロ
ー
ル
、

豪
雨
・
台
風
・
地
震
後
の
緊
急
パ
ト

ロ
ー
ル
と
い
っ
た
管
理
を
実
施
し
て
い

る
。
倒
木
の
多
く
は
私
有
地
・
民
有
地

か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
伐
採
は
困
難
で

あ
る
。
樹
木
所
有
者
に
対
す
る
賠
償
責

任
の
説
明
、
沿
道
の
伐
採
要
請
を
行
っ

て
い
る
。

多
目
的
選
果
・
集
荷
場
建
設
を
問
う

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
に
ル
ー
ル
制
定
を

主
要
産
業
の
農
業
振
興
の
観
点
か
ら
、

し
か
る
べ
き
措
置
を
検
討
し
た
い

全
国
的
な
推
移
、
法
令
整
備
等
の
進
捗
を
注
視
し
、
対
応
す
る

問

問

答

答

中
なか

島
しま

 守
まもる

議員

大
おお

久
く
保
ぼ
 五

ご
郎
ろう

議員

老朽化が進む集荷施設
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個 人 質 問
問
閣
議
決
定
さ
れ
た
地
方
創
生
２・０

基
本
構
想
の
考
え
方
の
も
と
、
人
口
の

捉
え
方
が
変
化
し
て
き
て
い
る
が
、
当

市
は
関
係
人
口
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、

有
効
に
作
用
さ
せ
て
い
く
た
め
に
ど
う

い
っ
た
こ
と
を
行
お
う
と
す
る
の
か
。

答
地
方
創
生
２・０
基
本
構
想
に
お
い

て
は
、
人
口
規
模
が
縮
小
し
て
も
社
会

を
機
能
さ
せ
る
適
応
策
を
講
じ
て
い
く

こ
と
が
示
さ
れ
、
関
係
人
口
も
地
域
の

活
力
を
高
め
る
存
在
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、
適
切

な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

問
主
な
生
活
拠
点
以
外
に
、
特
定
の

地
域
に
生
活
拠
点
を
設
け
る
暮
ら
し
方

を「
二
地
域
居
住
」
と
し
、
国
と
し
て

も
推
進
す
る
が
、
こ
の
制
度
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
、
検
討
す
る
の
か
、
そ
の
考

え
と
取
組
状
況
を
問
う
。

問
国
民
健
康
保
険
税
は
、
市
民
か
ら

高
い
と
批
判
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で

値
上
げ
さ
れ
て
き
た
１
番
の
要
因
は
、

国
庫
負
担
の
削
減
で
あ
る
。
80
年
代
の

国
庫
負
担
割
合
は
、
約
50
％
で
あ
っ
た

が
、
現
在
は
約
32
％
と
削
減
さ
れ
て
き

た
。
国
庫
負
担
が
削
減
さ
れ
た
分
、
保

険
税
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
仕
組
み
に
な

る
た
め
、
保
険
税
が
高
く
な
っ
て
し
ま

う
。
国
に
対
し
て
国
庫
負
担
割
合
の
引

き
上
げ
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
全
国
市
長
会
及
び
国
民
健
康
保
険

対
策
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
毎
年
度

２
回
、
制
度
の
改
善
強
化
に
向
け
た
要

望
を
行
っ
て
い
る
。
国
庫
負
担
の
引
き

上
げ
は
制
度
の
安
定
運
営
に
不
可
欠
な

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
重
点
要
望
と

位
置
づ
け
、
国
に
強
く
要
望
し
て
い
る
。

答
「
二
地
域
居
住
」
は
関
係
人
口
の
中

で
も
、
よ
り
定
住
人
口
に
近
い
形
で
地
域

に
関
わ
っ
て
も
ら
う
人
々
と
認
識
し
て
い

る
。
自
治
体
が
主
体
と
な
っ
て
策
定
す

る
特
定
居
住
促
進
計
画
の
策
定
に
よ
り
、

国
の
支
援
が
受
け
や
す
く
な
る
と
承
知
し

て
お
り
、
今
後
は
島
根
県
と
も
調
整
を
図

り
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
関
係
人
口
や
交
流
人
口
と
さ
れ
る

人
に
自
治
体
が
第
２
の
住
民
票
と
も
い

え
る
登
録
証
を
発
行
し
、
ふ
る
さ
と
住

民
で
あ
る
こ
と
を
公
的
に
証
明
す
る
住

民
登
録
制
度
を
問
う
。

答
今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

問
来
年
度
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
金
制
度
が
始
ま
る
。
子
育
て
世
帯

を
支
え
る
新
し
い
分
か
ち
合
い
と
し
て
、

医
療
保
険
の
保
険
料
に
賦
課
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
子
育
て
支
援
は
必
要
だ
が

保
険
料
に
賦
課
す
る
手
法
は
問
題
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
医
療
保
険
制
度
で
一
定
程
度
の
負

担
を
行
う
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
社
会

全
体
で
子
ど
も
や
子
育
て
世
帯
を
応
援

す
る
機
運
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
る
。

関
係
人
口
を
有
効
に
作
用
さ
せ
る
方
法
を
問
う

国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
を

地
方
創
生
２・０
基
本
構
想
で
の
関
係
人
口
の
重
要
性
を
鑑
み
、

適
切
な
対
応
を
図
る

制
度
の
安
定
に
不
可
欠
。
国
に
対
し
て
強
く
要
望
し
て
い
る

問

問

答

答

齋
さい

藤
とう

 勝
かつ

廣
ひろ

議員

安
あ
達
だち

 美
み
津
つ
子
こ

議員

二地域居住・関係人口のイメージ
（総務省HPより）

市国民健康保険窓口
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各種会議・催し物（出席者）
7/  3㈭ 「社会を明るくする運動」メッセージ伝達式（議長）
7/  4㈮ 石見美術館　企画展「加藤泉　何者かへの道」（議長）
7/  7㈪ 第146回益田地区広域市町村圏事務組合議会臨時会（広域議会議員）
7/10㈭ 益田市青少年育成市民会議総会（議長・関係議員）
7/11㈮ 一般国道9号（益田市～山口市間）整備促進期成同盟会総会及び勉強会（議長）
7/13㈰ 2025年　寧波—日本友好都市交流対話会（議長）
7/14㈪ 2025大阪・関西万博　中国パビリオン　浙江ウィーク・寧波デー（議長）
7/17㈭ 山陰自動車道（益田～萩間）の整備促進に関する要望行動（議長）
7/24㈭ 益田市交通対策協議会総会（議長）
7/28㈪ 萩・石見空港利用拡大促進総決起大会（議長・各議員）
7/29㈫ 長崎市議会行政視察受入（正副議長、広聴広報委員会正副委員長）
8/  2㈯ 島根県市議会議長会議員研修会（正副議長、各議員）
8/  6㈬ 十五日会（議長）、赴任医師歓迎事業（福祉環境委員会正副委員長）
8/  7㈭ 島根県市町村議会広報研修会（議会だより編集委員）、益田市民生委員推薦会（正副議長）
8/15㈮ 寧波市交流写真展開幕セレモニー（議長）
8/19㈫ ペーパーレス会議システム研修（全議員）
8/20㈬ 石西政経懇話会第256回定例会（議長）
8/21㈭ 松江市議会行政視察受入（議長）
8/28㈭ 山陰道等早期整備決起大会（正副議長、各議員）
9/  6㈯ 西部地区私立幼稚園教育研修会（議長）
9/12㈮ 「救急の日」にかかる市民啓発街頭活動（福祉環境委員）
9/19㈮ 第18回萩・石見空港マラソン全国大会実行委員会第2回総会（議長）
9/21㈰ 山陰自動車道建設促進島根県民総決起大会2025（正副議長・各議員）
9/22㈪ 岩本薫記念益田杯決勝戦前夜祭（議長・各議員）
9/28㈰ 新「津和野町」発足20周年記念式典（議長）
9/30㈫ 少年の主張島根県大会（議長）

個 人 質 問
問
現
行
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
取
組

状
況
と
今
後
の
見
通
し
を
問
う
。

答
現
行
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
６
つ
の
重
点

目
標
に
対
し
て
14
の
評
価
対
象
事
業
を

掲
げ
て
取
組
ん
で
い
る
。
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
も
踏
ま
え
審
議
さ
れ
て
い
る
。

問
児
童
生
徒
の
思
い
を
踏
ま
え
た
部

活
動
の
進
め
方
を
問
う
。

答
本
年
２
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
結
果
を
含
め
、
児
童
生
徒
の
声
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
。

問
部
活
動
の
地
域
展
開
を
進
め
る
た

め
の
予
算
や
組
織
体
制
を
問
う
。

答
関
連
団
体
や
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
の

経
費
を
予
算
計
上
し
、
教
育
委
員
会
内
の

三
課
で
連
携
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
。

問
地
域
指
導
者
の
人
材
の
把
握
を
問

う
。

答
現
在
、
指
導
者
バ
ン
ク
制
度
に
、

17
名
が
登
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和

７
年
度
は
、
運
動
部
13
名
、
文
化
部
10

名
が
、
地
域
指
導
者
と
し
て
学
校
部
活

動
の
指
導
に
関
わ
っ
て
い
る
。

問
子
ど
も
た
ち
の
健
康
管
理
を
問
う
。

答
５
類
感
染
症
が
拡
大
す
る
際
に
は
、

学
校
危
機
管
理
の
手
引
き
に
沿
っ
て
、

学
校
医
、
保
健
所
等
専
門
機
関
と
連
携

し
対
応
す
る
。

部
活
動
の
地
域
展
開
を
問
う

児
童
生
徒
の
声
を
踏
ま
え
対
応
す
る

問
答

阿
あ
知
ち
波
は
 武

たけ
雄
お

議員

中学部活動の様子

議 会 の 活 動
　7月～9月までの議会（議員）の活動の一部を掲載します。また、議長は議会の代表として総会などにも出席しています。※定例会・
臨時会・委員会・調査会は除きます。

2025大阪・関西万博中国パビリオン　浙江ウィーク・寧波デー

7 14
月

山陰道等早期整備決起大会
8 28

木
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 賛否の分かれた議案

議案番号 件　　　　　　　名 議案番号 件　　　　　　　名
 市長提出議案

議第55号 益田市附属機関設置条例の一部を改正する条例制定
について 議第64号 監査委員の選任について

議第56号
益田市職員の育児休業等に関する条例及び益田市水
道事業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一
部を改正する条例制定について

議第65号 財産の取得について

議第57号 益田市立デイサービスセンター設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例制定について 認定第5号 令和６年度益田市市有林事業特別会計歳入歳出決算

の認定について

議第58号 令和７年度益田市一般会計補正予算第２号 認定第6号 令和６年度益田市匹見財産区特別会計歳入歳出決算
の認定について

議第59号 令和７年度益田市介護保険特別会計補正予算第１号 認定第7号 令和６年度益田市駐車場事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

議第60号 令和７年度益田市国民健康保険事業特別会計補正予
算第１号 認定第8号 令和６年度益田市土地区画整理事業特別会計歳入歳

出決算の認定について

議第61号 令和７年度益田市後期高齢者医療特別会計補正予算
第１号 認定第9号 令和６年度益田市下水道事業会計決算の認定について

議第62号 令和７年度益田市駐車場事業特別会計補正予算第１号 認定第10号 令和６年度益田市水道事業会計決算の認定について

議第63号 令和７年度益田市水道事業会計補正予算第１号 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について
 議員提出議案
議第66号 中山間地域振興に関する審査について 議第67号 萩・石見空港対策に関する審査について

 報告案件
報第13号 専決処分の報告について 報第15号 資金不足比率について

報第14号 健全化判断比率について

議案
番号 件　　　　　　名 審議

結果
賛　
成

反　
対

佐
々
木　
惠
二

須
藤　
一
二
三

豊
田　
　
　
浩

永
戸　
　
明
美

阿
知
波　
武
雄

平
原　
　
祐
一

齋
藤　
　
勝
廣

河
本　
　
　
亮

高
橋　
　
伴
典

中
島　
　
賢
治

大
賀　
　
満
成

河
野　
　
利
文

安
達　
美
津
子

中
島　
　
　
守

林　
　
　
卓
雄

大
久
保　
五
郎

福
原　
　
宗
男

寺
井　
　
良
徳

久
保　
　
正
典

市長提出議案

認定第1号 令和６年度益田市一般会計歳入歳
出決算の認定について 認定 17 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第2号 令和６年度益田市介護保険特別会
計歳入歳出決算の認定について 認定 17 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第3号
令和６年度益田市国民健康保険事
業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

認定 17 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第4号
令和６年度益田市後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

認定 17 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

（棄権、除斥があった場合も含みます。）

〇：賛成　●：反対　欠：欠席　棄：棄権　除：除斥
※ 議長（佐々木　惠二）は採決に加わりませんが、可否同数となったときは、議長が裁決します。
★ 除斥とは★ 議会における審議を公正なものとするため、議題となった案件と利害関係にある議員をその審議に参加できないようにすることです。

第572回 9月定例会
議案等の審議結果
 出席議員全員が賛成した議案 （全会一致で、議案は「可決」、人事案件は「同意」「適任」、認定案件は「認定」

とされました。）
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補正後の一般会計予算総額…… 288億1,688万3千円
補正額…………………………… 　  8億7,742万5千円 増額

令和７年度
一般会計補正予算 第２号

放課後児童対策事業費	 1,961万4千円

道路維持補修費	 5,655万3千円

現年発生公共土木施設補助災害復旧費	2,332万円

乗合タクシー運行事業費	 2,220万3千円

日本遺産を活かしたまちづくり推進事業費
	 1,910万6千円

雪舟の郷記念館整備事業費	 2,247万6千円

総務費　地域振興費

商工費　商工費

教育費　社会教育費

民生費　児童福祉費

土木費　道路橋梁費

災害復旧費　公共土木施設災害復旧費

　９月定例会では、令和６年度一般会計歳入歳出決算及び特別会計歳入歳出決算・令和７年度一般
会計補正予算のほか、条例の一部改正、一般議案等について慎重な審議をした結果、原案どおり可決・
認定しました。ここでは、主な補正内容についてお知らせします。

都茂線廃止に伴う都茂線代替交通の運行、バス停設置
及び乗合タクシー路線延伸等に伴う増額

歴史を活かしたまちづくり事業貸付金の増額

雪舟の郷記念館改修整備の詳細設計完了に伴う経費の
増額等

放課後児童クラブにおける開所日数の変更及び加配支
援員の配置に伴う委託料の増額等

除雪車修繕経費の増額、市道中島木部線陥没復旧経費
の増額等

令和7年7月豪雨により発生した国庫補助を伴う公共
土木施設災害復旧事業費

令和７年度一般会計補正予算案など原案どおり可決

問
令
和
６
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
で

あ
る
が
、
県
外
か
ら
の
体
験
参
加
者
数

０
人
、県
内
市
外
参
加
者
数
５
人
。シ
ェ

ア
ス
ペ
ー
ス
利
用
は
通
常
開
設
日
１
５

２
人
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
日
64
人
の
利
用

実
績
で
あ
る
。
年
間
の
開
設
日
数
を
問

う
。
ま
た
、
移
住
定
住
を
目
的
と
し
て

い
る
が
、
ど
う
い
う
人
が
利
用
し
て
い

た
か
検
証
し
て
い
る
か
。

答
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
は
概
ね
週
２
日

程
度
開
設
し
、
６
年
度
は
72
日
間
開
設

し
た
。
利
用
者
に
つ
い
て
は
地
域
在
住

者
や
、
当
市
に
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
人
が

交
流
の
場
と
し
て
利
用
し
た
。
ま
た
少

数
だ
が
移
住
を
検
討
し
て
い
る
人
の
利

用
も
あ
っ
た
。

問
今
年
度
、
大
き
く
事
業
内
容
を
変

更
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
１
年
目
の

取
組
で
反
省
点
や
課
題
点
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
検
証
し
て
い
る
の
か
。

答
当
初
の
事
業
内
容
に
は
、
空
き
家

等
を
活
用
し
た
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
で
、

移
住
検
討
者
と
地
域
住
民
と
が
交
流
す

る
事
業
に
加
え
、
当
市
へ
の
お
試
し
移

住
体
験
を
実
施
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
当
初
予
定
し
た
２
回
の
体
験
の
う

ち
１
回
は
中
止
、
２
回
目
は
５
名
の
参

加
に
と
ど
ま
っ
た
。
移
住
体
験
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
、
想
定
し
た
成
果
が
出
に

く
か
っ
た
。
ま
ず
は
当
市
を
知
っ
て
も

ら
い
関
係
人
口
を
増
や
す
事
業
な
ど
と

つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
今
年
度
は
事
業
を
再

編
し
て
取
組
ん
で
い
く
。

◇
◇
生
活
道
路
等
整
備
事
業

 （
私
た
ち
の
み
ち
事
業
）
◇
◇

問
こ
れ
ま
で
、
補
正
予
算
を
組
み
取

組
ん
で
き
た
が
、
今
年
度
は
不
用
額
が

発
生
し
て
い
る
理
由
を
問
う
。

答
令
和
５
年
度
は
災
害
等
の
影
響
も

あ
り
補
正
を
組
み
対
応
し
た
が
、
６
年

度
は
大
き
な
災
害
が
発
生
し
な
か
っ
た

た
め
当
初
の
予
算
内
で
対
応
し
た
。

問
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
相
談
の
中

で
も
申
請
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
理

由
を
問
う
。

答
申
請
の
費
用
と
予
算
残
と
の
折
り

合
い
が
つ
か
な
か
っ
た
も
の
や
関
係
住

宅
が
２
戸
以
上
の
生
活
道
路
及
び
排
水

路
と
い
う
要
件
に
満
た
な
い
も
の
が

あ
っ
た
。

新
た
な「
移
住
・
定
住
」推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

特別委員会審査結果
令和6年度一般会計歳入歳出決算について審査した結果を、抜粋して掲載します。
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市
内
バ
ス
運
行
事
業
者
か
ら
、
令
和

７
年
10
月
１
日
を
実
施
日
と
し
た
路
線

バ
ス
の
一
部
減
便
及
び
時
刻
変
更
に
つ

い
て
連
絡
が
あ
っ
た
。
対
象
路
線
は
横

田
線
１
便
減
便
、
日
祝
日
に
つ
い
て
２

便
運
休
、
１
便
時
刻
変
更
。
浜
田
益
田

線
１
便
減
便
。
土
田
線
２
便
減
便
、
土

日
祝
日
に
つ
い
て
１
便
運
休
、
１
便
時

刻
変
更
と
な
り
、
実
施
の
理
由
と
し
て

は
、
利
用
者
数
の
減
少
に
伴
い
事
業
の

効
率
化
を
図
る
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
今
回
の
減
便
・
時
刻
変
更
に
よ
る

乗
合
タ
ク
シ
ー
へ
の
影
響
は
な
い
。

問
事
業
者
に
対
し
、
当
市
は
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
補
助
金
（
系
統
維
持
合
理
化

促
進
補
助
金
）
の
増
額
の
要
望
に
応
じ

て
い
な
い
。
他
市
は
要
望
に
応
じ
て
い

る
が
、
減
便
や
路
線
廃
止
等
は
発
生
し

て
い
な
い
の
か
。

答
令
和
６
年
４
月
以
降
、
大
田
市
以

西
４
市
に
お
い
て
便
数
の
違
い
は
あ
る

が
、
減
便
等
実
施
さ
れ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

問
浜
田
益
田
線
に
つ
い
て
、
夕
方
の

便
が
減
便
さ
れ
る
が
、
通
勤
通
学
等
、

市
民
の
帰
宅
に
影
響
は
出
な
い
の
か
。

答
浜
田
方
面
（
益
田
駅
17

：

40
発
）

の
最
終
便
が
減
便
と
な
る
が
、
土
田
線

で
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
停
留
所
が
違
う
な
ど
系
統

に
違
い
が
あ
る
た
め
、
利
便
性
の
低
下

は
や
む
を
得
な
い
。

問
今
回
は
減
便
が
主
だ
っ
た
が
、
今

後
も
他
路
線
の
廃
止
な
ど
何
が
あ
っ
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
が
続
い
て
い
く

と
思
う
。
事
業
者
と
丁
寧
に
協
議
し
、

利
用
者
へ
の
周
知
も
し
っ
か
り
と
行

な
っ
て
い
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

答
乗
務
員
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん

で
い
る
状
況
も
あ
り
、
対
応
に
つ
い
て

検
討
が
急
が
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
協
議
を

重
ね
て
い
く
。

　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
個
性

や
多
様
性
を
認
め
合
い
、
誰
も
が
平
等

に
社
会
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た

め
の
施
策
を
示
し
た
総
合
的
な
計
画
と

し
て
改
定
す
る
。
改
定
に
お
い
て
は
、

国
、
県
の
動
向
、
市
民
へ
の
意
識
調
査

結
果
、
法
改
正
等
、
社
会
情
勢
の
変
化

等
の
視
点
を
踏
ま
え
た
内
容
と
す
る
。

問
「
益
田
市
人
権
施
策
に
関
す
る
市

民
意
識
調
査
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象

は
、18
歳
以
上
で
無
作
為
抽
出
し
た
１
、

０
０
０
人
と
し
て
い
る
が
、
設
定
の
理

由
及
び
回
収
見
込
み
を
問
う
。

答
年
齢
に
つ
い
て
は
成
年
の
取
扱
い

が
変
更
に
な
っ
た
た
め
、
18
歳
以
上
に

設
定
し
た
。
人
数
に
つ
い
て
は
、
前
回

と
同
様
の
設
定
と
し
、
回
収
率
50
％
を

目
標
と
し
て
い
る
。

◇
◇
地
域
医
療
◇
◇

　
柏
原
出
張
所
の
診
療
体
制
の
変
更

　
益
田
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会
病

院
が
、
月
に
一
回
、
柏
原
出
張
所
の
巡

回
診
療
を
行
っ
て
い
た
が
、
令
和
７
年

10
月
か
ら
前
日
ま
で
の
受
診
予
約
制
に

変
更
す
る
。
周
知
に
つ
い
て
は
、
二
条

地
区
の
全
世
帯
を
対
象
に
９
月
末
ま
で

に
実
施
す
る
。
直
近
の
年
間
受
診
者
数

は
、
令
和
５
年
度
が
11
人
。
令
和
６
年

度
は
12
人
。
令
和
７
年
７
月
ま
で
は
、

開
所
１
回
あ
た
り
０・３
３
人
の
状
況
。

問
リ
モ
ー
ト
な
ど
を
活
用
し
た
新
し

い
医
療
の
あ
り
方
や
僻
地
診
療
、
医
療

の
確
保
を
ト
ー
タ
ル
的
に
取
組
む
必
要

性
を
問
う
。

答
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
な
ど
、
こ
れ
か

ら
の
運
営
は
、
医
師
会
病
院
が
僻
地
を

含
め
た
診
療
体
系
の
方
向
性
に
関
わ
る

た
め
、
医
師
会
病
院
と
協
議
を
重
ね
な

が
ら
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。
全
国
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル

の
取
組
が
あ
る
た
め
、
医
師
会
病
院
・

益
田
赤
十
字
病
院
と
協
議
し
て
い
く
。

総
務
文
教
委
員
会

福
祉
環
境
委
員
会

益
田
市
人
権
施
策
に
関
す
る
基
本
計
画

路
線
バ
ス
の
減
便
・
時
刻
変
更
の
方
針
示
さ
れ
る

各委員会で審査した結果を
抜粋して掲載します。常任委員会　審査結果

益田市人権センター
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ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
制
度
改
正
の

通
知
が
あ
り
、
10
月
1
日
か
ら
ポ
イ
ン

ト
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
、
令
和
8

年
10
月
か
ら
、
地
元
産
の
割
合
（
特
に

加
工
品
に
関
す
る
も
の
）
を
明
確
に
す

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
応
す

る
た
め
、
10
月
15
日
に
、
事
業
者
に
対

し
、
今
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
や
、

総
務
省
へ
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
会
等

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
魅
力
が
あ
る
も
の
、
全
国
に
負
け

な
い
返
礼
品
の
検
討
は
。

答
特
に
、
体
験
型
の
メ
ニ
ュ
ー
を
増

や
す
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
萩
・
石

見
空
港
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
の
出
場

枠
、
新
規
事
業
で
あ
る
絵
画
教
室
等
、

応
募
が
多
か
っ
た
。
引
き
続
き
、
益
田

な
ら
で
は
の
体
験
が
で
き
る
よ
う
な
新

た
な
メ
ニ
ュ
ー
開
発
を
、
事
業
者
と
一

緒
に
行
っ
て
い
く
。

◇
◇
水
道
事
業
◇
◇

問
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
で
、

年※
１

間
総
排
水
量
の
う
ち
、
無※

２
効
水
量
内

に
お
い
て
、
年
間
25
・
9
％
の
漏
水
量

が
あ
っ
た
。
対
策
を
問
う
。

答
老
朽
化
に
よ
る
漏
水
量
が
増
え
て

い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の

対
処
療
法
的
な
対
策
か
ら
予
防
保
全
的

な
対
策
を
行
う
。
漏
水
調
査
に
つ
い
て

も
、
Ｄ
Ｘ
や
衛
星
を
使
っ
た
方
法
等
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。
老
朽
管
更
新
に

つ
い
て
も
、
平
成
29
年
か
ら
取
組
ん
で

い
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
っ

て
、耐
震
更
新
計
画
を
遂
行
し
て
い
く
。

益
田
市
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
の
今
後
は

　
令
和
7
年
度
の
学
校
施
設
環
境
改
善

交
付
金
に
係
る
申
請
件
数
は
９
工
事
、

そ
の
内
採
択
が
1
工
事
、
不
採
択
が
８

工
事
と
な
っ
て
い
る
。
交
付
金
申
請
工

事
に
係
る
不
採
択
金
額
は
３
、９
２
８

万
８
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　問

他
の
担
当
部
課
の
不
採
択
工
事
に
お

い
て
は
、
財
源
振
替
で
対
応
し
て
実
行
す

る
も
の
も
あ
る
。
一
方
で
、
こ
の
学
校
施

設
環
境
改
善
工
事
は
工
事
取
り
止
め
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
対
応
を
問
う
。

答
今
年
度
取
り
止
め
た
事
業
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
、
補
助
金
を
申
請
し
て

い
き
た
い
。

問
次
年
度
ま
た
不
採
択
に
な
る
と
、

延
々
と
先
送
り
に
な
る
可
能
性
を
危
惧

し
て
い
る
。

答
補
助
金
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
、

国
県
に
対
し
て
採
択
に
向
け
て
要
望
を

行
っ
て
い
る
。
す
で
に
来
年
度
の
申
請

等
も
始
ま
っ
て
お
り
、
計
画
も
出
し
て

い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
で
き
る
限

り
有
効
財
源
は
活
用
し
な
が
ら
、
そ
の

年
度
内
に
お
い
て
工
事
が
実
施
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

◇
◇
有
害
鳥
獣
対
策
◇
◇ 　

問
現
在
、
全
国
的
に
も
当
市
に
お
い

て
も
、
ク
マ
の
問
題
は
市
民
の
心
配
事

と
し
て
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
対
策
は
激
務
で
あ
る
と
考
え

る
の
で
、
今
後
し
っ
か
り
と
人
員
の
増

加
も
含
め
て
体
制
強
化
を
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
、
当
市
の
方
針
を
問
う
。

答
ク
マ
の
対
応
に
は
、
昨
年
も
苦
慮

し
た
と
こ
ろ
。
今
年
度
は
緊
急
銃
猟
と

い
う
法
律
の
一
部
改
正
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
県
も
、
研
修
・
講
習
会
等
を
開
催

す
る
と
聞
い
て
い
る
。
状
況
を
見
な
が

ら
、
考
え
て
い
き
た
い
。

◇
◇
大
学
連
携
推
進
事
業
◇
◇

問
大
学
生
等
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
推

進
事
業
補
助
金
で
、
当
初
、
大
学
生
15

名
の
当
市
へ
の
受
入
れ
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
60
人
と
大
幅
に
増
え
て
い

る
。
具
体
的
な
内
容
を
問
う
。

答
現
時
点
で
、
早
稲
田
大
学
か
ら
15

名
が
来
益
。
今
後
の
予
定
で
は
、
東
京

大
学
か
ら
４
名
、
そ
の
他
数
校
か
ら
未

確
定
で
は
あ
る
が
希
望
が
あ
り
、
そ
れ

ら
を
含
め
て
60
名
を
予
定
し
て
い
る
。

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
が
不
採
択
と
な
る

常任委員会　審査結果

経
済
建
設
委
員
会

一
般
会
計
予
算
審
査
委
員
会

新しいふるさとづくり
寄附金パンフレット

水道管の工事の様子

※
１　
水
道
事
業
に
お
い
て
１
年
間
に
供
給

さ
れ
る
水
の
総
量

※
２　
漏
水
や
水
道
施
設
の
損
傷
な
ど
に
よ

り
、
使
用
上
無
効
と
な
っ
た
水
量
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編集委員

ケーブルテレビ
（ひとまろビジョン）

今回は、東京2025デフリンピック卓球女子日本代表　山
やま

田
だ

 萌
もえ

心
み

さん・佐
さ

々
さ

岡
おか

 希
の の か

花さん
にお話を伺いました！

Ｑ．卓球を始めたきっかけは何ですか？何歳から始めまし
たか。
山田）４歳の時、聴覚障がいがあることがわかりました。「聴
覚障がいのある娘に何か一つでも自信が持てるものを」と、
両親が卓球を習わせてくれたことがきっかけです。
佐々岡）当時から仲の良かった山田選手に誘われて始めま
した。楽しいと思って続けてきました。　
Ｑ．山田さんは、小学校の途中で浜田ろう学校から地元の

学校へ転校したそうですが、どのような理由があったのでしょうか。また、その時苦労したこと
などあれば教えてください。
山田）小学４年生までは浜田ろう学校に通学していました。ろう学校ではたくさんの支援をいた
だきましたが、通学に多くの時間を割いており、卓球に専念したいという思いもあって、自宅に
近い吉田小学校に転校しました。ろう学校では、全校で10人くらいの人数だったものが、突然
500人もいる学校に転校して不安もありましたが、聴覚のクラスを新設していただくなど、先生
方もいろいろ協力してくれました。感謝しています。
Ｑ．佐々岡さんは、ろう学校に通学されていますが、今のインタビュー中も手話なしで会話がで
きています。どのように対応されているのでしょうか。
佐々岡）口の動きと補聴器から聞こえる音で理解しています。人数の少ない、ほかの音が入って
こない環境であれば、80％くらいは理解できます。建物の構造上、音が反響したり、人数が多い
状況では難しいこともあります。
Ｑ．今回のデフリンピックでの目標は？
山田）今回の東京大会は、過去最大規模の国や人が集まります。その中でなんとか優
勝したいです。自国開催であるということもあり、金メダルを取りたいです。
佐々岡）今回はリザーブなので試合に出る予定ではありませんが、メンバーのお手伝
いや応援を精一杯頑張ります。次回はメンバー入りしたいです。
Ｑ．その他、東京デフリンピックで楽しみにしていることは何ですか。
山田）ホテルも選手村なのでいろいろな国の人が集まります。手話には「国際手話」と
いうのがあるので、それを覚えて、たくさんの海外の人とお話しして友達になりたいです。
佐々岡）代表メンバーがメダルを取る場面を見ることです。
Ｑ．お二人の活躍は、ハンディキャップのある方への目標となったり、希望となった
りすると思います。応援してくれる皆さんに一言。
山田）たくさんの人に応援していただいているので、試合の結果で恩返ししたいです。
佐々岡）いつもみなさんから応援をいただくことで力が発揮できていると思います。
これからも一生懸命頑張ります。

　
私
は
映
画
が
好
き
で
、
よ
く
観
ま
す
。
最

近
で
は
配
信
系
サ
ー
ビ
ス
も
豊
富
に
な
り
、

自
宅
に
居
な
が
ら
気
軽
に
映
画
を
観
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

や
は
り
映
画
館
で
観
る
の
は
格
別
で
す
。

　
最
近
、「
国
宝
」と
い
う
映
画
を
２
度
観
に

行
き
ま
し
た
。「
国
宝
」
と
は「
人
間
国
宝
」

の
こ
と
を
指
し
、
邦
画
実
写
版
と
し
て
興
行

収
入
を
塗
替
え
る
勢
い
が
続
い
て
い
ま
す
。

原
作
本
（
吉
田
修
一
［
著
］）も
読
ん
で
映
画

に
臨
み
ま
し
た
が
、
原
作
の
世
界
観
を
見
事

に
映
像
化
し
て
い
る
ほ
か
、
歌
舞
伎
役
者
を

目
指
す
主
演
お
二
人
の
日
舞
や
歌
舞
伎
の
台

詞
回
し
な
ど
、
わ
ず
か
１
年
半
の
稽
古
で
よ

く
ぞ
こ
こ
ま
で
到
達
し
た
な
と
感
嘆
し
ま
し

た
。
私
自
身
、
８
歳
か
ら
日
舞
を
習
っ
て
お

り
、
１
年
半
と
い
う
期
間
で
ど
の
く
ら
い
舞

を
習
得
で
き
る
の
か
知
っ
て
い
る
手
前
、
主

演
お
二
人
の
努
力
に
拍
手
を
送
り
た
い
で
す
。

　
こ
の
映
画
を
機
に
若
い
方
が
歌
舞
伎
を
観

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
報
道
も
あ
り
、
古

典
芸
能
へ
の
関
心
は
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
最
近
で
は
着
物
を
着
る
人
も

少
な
く
な
り
、「
着
物
の
着
方
、
畳
み
方
が

分
か
ら
な
い
」そ
う
い
う
人
も
増
え
ま
し
た
。

浴
衣
か
ら
で
も
練
習
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
い
つ
も
と
は
違
う
自
分
に
出
会
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
（
安
達 

美
津
子
）

次回定例会の予定は、11月25日㈫〜12月12日㈮です。
なお、正式決定は11月中旬の議会運営委員会で行います。
詳しくは議会事務局までお問い合わせください。
議会事務局  ☎ 31-0490
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安
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祐
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須
藤 

一
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豊
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浩

委　
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永
戸　

 

明
美
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阿
知
波 

武
雄

委　
　
員	

齋
藤　

 

勝
廣

委　
　
員	

高
橋　

 

伴
典

▲

定例会・臨時会
　どちらも放映
　生放送（111ch）▲

一般質問
　再放送（112ch）

次回定例会の予定

山田 萌心　学校法人 益田永島
学園 明誠高等学校2年生
卓球女子シングルス・卓球女子
ダブルス・卓球男女混合　日本
代表。

佐々岡 希花　島根県立浜田ろ
う学校高等部1年生
今回はリザーブ選手として出場
選手のサポートへ。
次回大会での代表入りをめざす。

インタビューの様子
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